
茨城県の主要大学学長が語る

大学改革・グローバル化　こう挑む

永田恭介学長

筑
波
大
学

教育体制を整備

　
個
別
学
力
検
査
、
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
入
試
、
国
際
科
学

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
入
試
、
推
薦

入
試
な
ど

種
類
の
入
試
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
丁
寧
な
入

試
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
面

接
も
個
別
学
力
検
査

後
期

な

ど
で
取
り
入
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
な
ど
を
課
し
た
入
試
も
実
施

し
て
い
る
。
だ
が
、
変
動
す
る
現

代
社
会
に
不
断
に
対
応
し
つ
つ
、

国
際
性
豊
か
に
し
て
、
多
様
性
と

柔
軟
性
と
を
持
っ
た
人
材
を
輩
出

す
る
と
い
う
建
学
の
理
念
に
鑑
み

て
、
入
学
者
選
抜
方
法
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
受
験
生
の

英
語
４
技
能
を
問
う
検
定
試
験
の

導
入
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
修
了
者

受
験
者

の
受
け

入
れ
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試

仮
称

の
実
施
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
従
来
の
推
薦
入
試
と
は

異
な
る
基
準
に
よ
る
推
薦
入
試
、

入
試
と
リ
ン
ク
し
た
高
大
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
構
想
し
て
い

る
。

　
現
在
、
筑
波
大
学
で
は
「
先
導

的
研
究
者
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な

ど
の
学
生
の
探
求
心
や
研
究
マ
イ

ン
ド
を
刺
激
す
る
研
究
大
学
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実

施
さ
れ
、
多
大
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
入
試
改
革
や
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
加
え
、
語
学
教
育
の

強
化
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
な
ど

の
教
育
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
際
的
に
通
用
す
る
教
育
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

池田幸雄学長

茨
城
大
学

国際的センス習得を

　
大
学
入
学
者
選
抜
の
一
環
と
し

て
、
「
達
成
度
テ
ス
ト

発
展
レ

ベ
ル

」
を
５
―
６
年
後
に
導
入

す
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
知
識

編
重
の
一
発
勝
負
か
ら
人
物
本
位

の
選
抜
へ
転
換
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
理
解
で

き
る
が
、
達
成
度
テ
ス
ト
の
中
身

と
大
学
教
育
と
の
整
合
性
が
現
状

で
は
不
明
だ
。
現
在
、
日
本
の
多

く
の
大
学
は
教
育
改
革
を
積
極
的

に
推
進
し
て
お
り
、
近
い
将
来
、

大
学
教
育
が
大
き
く
変
わ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
変
化
に
適
応
し
た

入
試
制
度
の
構
想
が
重
要
だ
。

　
学
生
の
就
職
活
動
の
解
禁
時
期

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
に

は
学
部
４
年
生
の
後
半
か
ら
就
職

活
動
を
始
め
る
の
が
一
般
的
。
だ

が
、
従
来
の
日
本
で
は
学
生
の
就

職
活
動
は
早
期
化
や
長
期
化
が
著

し
く
、
結
果
と
し
て
大
学
教
育
を

お
ろ
そ
か
に
す
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
学
部
３
年
生
の
３
月
か
ら
就

職
活
動
が
解
禁
に
な
れ
ば
、
早
期

化
は
緩
和
す
る
の
で
一
歩
前
進
と

い
え
る
。
さ
ら
に
国
際
標
準
に
近

づ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ

い
て
は
、
最
近
の
日
本
は
急
速
に

国
際
化
し
て
お
り
、
必
然
的
に

「
教
養
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
の
育
成
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。

　
茨
城
大
学
は
教
養
教
育
や
英
語

教
育
を
充
実
し
、
学
生
が
短
期
・

長
期
の
外
国
訪
問
が
で
き
る
「
国

際
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
用
意
し

て
い
る
。
学
生
は
異
文
化
の
理
解

を
通
じ
て
国
際
的
セ
ン
ス
を
是
非

習
得
し
て
ほ
し
い
。

森　征一学長

常
磐
大
学

異能が集まるるつぼに

　
達
成
度
テ
ス
ト
の
導
入
を
軸
と

し
た
大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て
は

制
度
設
計
が
不
透
明
な
た
め
、
現

段
階
で
は
答
え
に
く
い
が
、
提
言

で
若
者
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
高
校
教
育
・
大
学
入
試
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
は
、
常

磐
大
学
の
教
育
方
針
と
合
致
し
て

い
る
の
で
賛
同
で
き
る
。
本
テ
ス

ト
が
学
力
の
指
標
と
し
て
使
用
可

能
と
な
れ
ば
、
大
学
独
自
の
入
試

を
面
接
、
論
文
な
ど
に
よ
る
人
物

評
価
試
験
へ
転
換
で
き
、
入
試
制

度
は
変
化
す
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
企
業
に
よ
る
新
卒
採
用

時
期
を
遅
ら
す
指
針
に
つ
い
て

は
、
順
守
し
た
場
合
、
学
生
も
企

業
も
十
分
な
熟
慮
期
間
の
な
い
ま

ま
の
選
考
と
な
り
、
懸
念
さ
れ

る
。
指
針
違
反
へ
の
罰
則
規
定
が

な
い
の
で
、
中
小
企
業
は
乗
り
遅

れ
を
恐
れ
て
採
用
活
動
の
早
期
化

が
常
態
化
す
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

る
。
本
学
で
は
近
隣
地
域
へ
の
就

職
が
主
な
の
で
、
地
域
企
業
の
採

用
動
向
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
指

針
順
守
の
精
神
で
、
従
前
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
適
宜
調
整
を
行
い
な
が

ら
就
職
指
導
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ

い
て
は
大
学
の
多
様
化
が
前
提
と

な
る
。
本
学
は
世
界
に
開
か
れ
た

大
学
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
異
能
が
集
ま
る

人
種
の
る
つ
ぼ
に
変
え
、
交
流
を

通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ

る
。
国
際
学
部
英
米
語
学
科
を
中

心
に
、
国
内
に
定
住
す
る
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
を
受
け
入
れ
る
「
内
な

る
国
際
化
」
を
促
進
し
て
い
る
。

小松美穂子学長

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

教育の質の確保を

　
２
０
２
０
年
以
降
の

歳
人
口

の
激
減
期
に
向
け
て
、
大
学
の
体

制
作
り
が
大
命
題
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
は
体
制
作
り
の
一
環

と
し
て
、

年
教
授
会
で
「
本
学

の
指
針
に
基
づ
く
中
期
施
策
の
骨

子
」
を
示
し
、
本
学
の
現
在
と
今

後
の
目
標
を
説
明
し
た
。
そ
の
上

で
「
第

期
中
期
経
営
計
画

年
度
―

年
度

」
に
大
学
重
点

課
題
８
項
目
と
行
動
目
標
を
明
示

し
た
。
こ
の
課
題
と
目
標
達
成
に

向
け
て
、
す
べ
て
の
学
部
・
大
学

院
・
セ
ン
タ
ー
・
部
が
４
年
間
の

具
体
的
計
画
を
立
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
課
題
と
目
標
の
中
核
は

「
教
育
の
質
保
証
体
制
確
立
」
へ

の
真
摯
な
行
動
と
努
力
に
あ
る
。

し
ん
し

具
体
的
に
は
社
会
変
革
に
対
応
し

つ
つ
本
学
の
教
育
理
念
を
基
盤
と

し
た
教
育
モ
デ
ル
を
、
将
来
に
向

け
て
ど
う
発
展
さ
せ
る
の
か
で
あ

る
。
課
題
へ
の
具
体
的
計
画
の
実

行
状
況
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で

表
現
さ
れ
、
公
表
し
て
い
る
。
そ

の
活
動
主
体
は
大
学
自
己
点
検
・

評
価
運
営
委
員
会
に
あ
る
。

　
こ
こ
２
年
間
に
お
け
る
成
果
は

教
養
教
育
の
充
実
と
教
育
・
研
究

支
援
体
制
の
構
築
だ
。
前
者
は

年
に
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
、
後
者
は
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的

活
動
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
激
動
の

時
代
へ
の
布
石
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

工藤典雄学長

茨
城
県
立
医
療
大
学

地域医療の担い手に

　
茨
城
県
立
医
療
大
学
で
は
開
学

以
来
、
豊
か
な
人
間
性
あ
ふ
れ
る

地
域
医
療
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
に
、
学
科
試
験
偏
重
で
は

な
く
、
小
論
文
や
面
接
を
重
視
し

て
医
療
職
に
適
し
た
人
材
を
選
抜

し
て
い
る
。
今
般
の
大
学
入
試
改

革
は
私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
人
間

性
重
視
の
選
抜
方
針
に
世
の
流
れ

が
つ
い
て
き
た
と
い
え
る
。

　
本
学
で
は
３
年
次
後
期
か
ら
４

年
次
前
期
の
時
期
に
臨
床
・
隣
地

実
習
を
課
し
て
お
り
、
本
格
的
な

就
職
活
動
は
４
年
次
の
夏
休
み
か

ら
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

年
度

に
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
入
学
後
の
早
い
段
階
か
ら

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会

を
持
つ
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
病
院
な
ど
で
行
う

実
習
は
単
に
技
術
の
習
得
に
と
ど

ま
ら
ず
、
目
的
意
識
を
持
っ
た
学

び
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
自

ら
の
キ
ャ
リ
ア
実
現
の
場
と
と
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
医
療
の
自
由
化

が
進
展
し
た
場
合
に
備
え
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
は
急
務
だ

が
、
ま
ず
は
高
度
な
専
門
知
識
を

し
っ
か
り
理
解
し
、
身
近
な
地
域

医
療
に
触
れ
、
相
手
の
気
持
ち
に

寄
り
添
え
る
医
療
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
土
台
を
し
っ
か
り
と
構
築

し
た
上
で
活
動
の
場
を
拡
大
し
、

世
界
へ
と
飛
躍
し
て
ほ
し
い
。

　
学
生
の
自
発
的
な
学
び
を
実
現

す
る
に
は
環
境
整
備
が
必
要
で
、

２
年
後
の
開
学

周
年
に
向
け
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
な
ど
学
生

の
学
習
環
境
を
整
備
し
、
推
進
さ

せ
て
い
き
た
い
。

小池田冨男学長

流
通
経
済
大
学

創造力の豊かな人材を

　
流
通
経
済
大
学
で
は
、
こ
れ
ま

で
「
入
り
口
」
を
重
視
し
、
教
育

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど

に
よ
っ
て
、
入
学
し
て
き
た
学
生

の
基
礎
学
力
の
育
成
を
支
援
し
て

き
た
が
、
最
近
は
「
出
口
」
を
重

視
し
て
い
る
。
本
来
、
基
礎
学
力

の
向
上
は
達
成
度
評
価
な
ど
を
取

り
入
れ
る
大
学
入
試
制
度
の
改
革

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

の

世
紀
型
人
材
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ

起
業
家
精
神

だ
。
規
格
化

さ
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
の
で
は

な
く
、
多
様
な
個
性
と
才
能
を
発

揮
し
て
不
確
実
な
社
会
の
中
で
新

し
い
日
本
を
導
く
、
創
造
力
豊
か

な
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

　
本
学
は
１
９
６
５
年
に
総
合
物

流
企
業
で
あ
る
日
本
通
運
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
、
開
学
当
初
か
ら
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
、
実
学
教
育
に
特
化
し
、
教

養
教
育
の
重
要
性
も
打
ち
出
し
な

が
ら
、
少
人
数
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
専
門
的
職
業
人
の
育
成

を
理
念
に
社
会
と
企
業
で
活
躍
す

る
人
材
を
育
て
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
に
よ
る
新
卒
採
用
の
開
始
時

期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
以

上
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業

体
験

が
重
要
視
さ
れ
る
と
考

え
、

年
度
か
ら
事
前
指
導
な
ど

を
含
む
科
目
を
新
設
す
る
予
定

だ
。

　

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

年
を
足
が
か
り
に
次
の

年
に

向
け
た
大
学
内
の
再
編
を
２
０
２

０
年
に
も
行
い
た
い
。
現
在
、
新

校
舎
、
新
学
科
、
新
学
部
の
設
置

な
ど
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

村上芳則学長

筑
波
技
術
大
学

多様な需要に対応

　
聴
覚
・
視
覚
に
障
害
の
あ
る
学

生
の
た
め
に
わ
が
国
唯
一
の
大
学

と
し
て
教
育
機
能
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
が
、
２
０
１
４
年
度
に
は

世
界
初
の
大
学
院
と
し
て
技
術
科

学
研
究
科
に
「
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
専
攻
」
を
開
設
す
る
。
聴

覚
・
視
覚
の
障
害
向
け
の
二
つ
の

障
害
者
支
援
コ
ー
ス
に
加
え
、
手

話
教
育
の
指
導
者
の
育
成
と
手
話

を
言
語
学
と
し
て
捉
え
、
研
究
・

教
育
す
る
手
話
教
育
コ
ー
ス
を
設

置
す
る
。
障
害
の
な
い
学
生
に
も

門
戸
を
開
き
、
障
害
補
償
や
情
報

保
障
の
専
門
家
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
幅
広
く
育
成
し
て
い
く
。

　
本
学
で
は

年
度
か
ら
学
生
の

自
学
修
時
間
の
増
加
を
目
的
に
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教

員
の
配
置
や
就
学
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
作
成
な
ど
、
勉
学
環
境
の
整

備
を
始
め
た
。
ま
た
、
開
学
以

来
、
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
の

成
果
や
経
験
を
幅
広
く
提
供
し
、

情
報
保
障
な
ど
障
害
者
の
教
育
環

境
の
改
善
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
近
年
の
障
害
者
の
大
学
進
学

の
増
加
と
障
害
者
差
別
解
消
法
の

成
立
に
伴
い
重
要
性
を
増
す
中
、

他
の
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
を

一
層
深
め
て
い
く
。
新
卒
採
用
の

活
動
期
間
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
前

倒
し
の
状
況
は
な
い
た
め
、
影
響

は
出
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
編
入
学
や
学
び
直
し
の

受
け
入
れ
推
進
、
理
療
科
教
員
養

成
課
程
の
設
置
の
ほ
か
、
留
学
生

や
短
期
留
学
の
受
け
入
れ
推
進
な

ど
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
、
多

様
な
教
育
需
要
に
対
応
で
き
る
大

学
と
し
て
機
能
強
化
に
努
め
た

い
。

大島慎子学長

筑
波
学
院
大
学

グローバルな考え方を

　
筑
波
学
院
大
学
で
は
学
生
個
人

の
意
欲
と
基
礎
的
・
基
本
的
能
力

を
尊
重
し
て
お
り
、
高
校
に
お
け

る
「
コ
ア
」
の
達
成
度
を
評
価
す

る
こ
と
は
本
学
の
姿
勢
に
通
じ

る
。
入
学
後
は
英
語
、
数
学
、
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
は
能
力
に
応
じ
て
ク
ラ

ス
分
け
を
し
て
実
力
に
あ
う
学
び

の
機
会
を
与
え
て
い
る
。
資
格
取

得
者
に
は
、
学
習
活
動
と
の
関
連

で
積
極
的
に
評
価
し
て
特
別
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
、
よ
り
高
度

な
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
い
る
。
大

学
入
学
は
幅
広
い
層
が
本
学
で
勉

学
で
き
る
よ
う
、
門
戸
を
広
げ
て

自
主
的
な
学
習
を
尊
重
し
て
い

る
。

　
３
年
生
３
月
解
禁
の
経
団
連
指

針
は
、
勉
学
の
時
間
が
増
え
る
と

積
極
的
に
と
ら
え
、
３
年
次
に
短

期
留
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業
体
験

の
機
会
を
増
や
し

て
社
会
性
を
身
に
着
け
る
指
導
を

し
て
い
く
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
育
成
の

一
環
と
し
て
、
異
文
化
理
解
の
ツ

ー
ル
と
し
て
英
語
を
重
視
し
て
い

る
。
英
語
が
苦
手
な
学
生
も
日
常

会
話
程
度
は
で
き
る
よ
う
に
し
、

英
語
が
得
意
な
学
生
は
海
外
で
就

職
で
き
る
力
を
つ
け
る
よ
う
教
育

し
て
い
く
。
私
自
身
は
外
国
企
業

の
経
験
が
長
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
は
、
外
国
語
に
堪
能
な
こ
と

だ
け
で
は
な
い
。
自
国
や
地
域
の

文
化
を
理
解
し
、
異
文
化
を
尊
重

し
、
異
な
る
価
値
観
を
受
け
入
れ

る
人
間
性
を
養
う
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
全
て
の
学
生
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
考
え
方
を
も
た
せ

た
い
。

茨城県特集

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １２月１３日 金曜日 　　


